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平成6年 平成7年 平成8年 平成9年 平成10年平成11年平成12年平成13年平成14年平成15年
出生数 13 10 17 11 18 18 16 26 15 29
多良間村 1．70 2．85 2．28 2．78 3．03 3．47 3．41 3．09 3．75　合
???
沖縄県 1．96 1．87 1．86 1．81 1．83 1．79 1．82 1．83 1．76
全国 1．50 1．42 1．43 1．39 1．38 1．34 1．36 1．33 1．32
表4　多良間村の0～5歳児の保育状況
　　　　　　　　　　　　平成16年4月1日現在
























































































































































































































































































































































































































































































































































































⑭近隣の見る目 411　2．9 271　3．0 11　1．7
⑮手伝ってくれる人がいない 95i　6775i　8．4 2i鋭3
⑯叱りすぎている気がする 368126．1　1 225125．2　‘ 21：35．O　l









































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































合計 ①だっこ ②おむつ交　　換 ③着替え
④ミルクを







































































合計 ①かわいい ②小さい ③やわらか　　い ④弱い ⑤よく泣く
⑥手がかか
　　る ⑦うるさい ⑧うっとおし ⑨その他 ⑩無回答
総計 1，242
1000
894
72．0
442
35．6
268
21．6
45
3．6
292
23．5
143
11．5
104
8．4
28
23
19
15
13
1．0
①平良市 761
100．0
526
69」
265
34．8
167
21．9
27
35
177
23．3
9し
12．6
71
93
22
2．9
口
2．2
　7
09
⑥多良間村 　16
100．0
　14
87．5
　7
43．8
　2
12．5
　1
63
　4
25．0
?．?
　1
63
?? 　0
0．0
　0
00
再　　宮古郡合計?
⑥の合計）
481
toO．0
36．8
7．5
177
368
101
21．0
18
3．7
115
239
47
98
33
69
?? 　2
04
??
84
公民館勤務の手登根氏のファミリーによる多良　　民宿丸宮では、泊り客が主人と泡盛を飲みなが
間民謡の演奏。夜、海岸でバーベキューを食べ　　ら、多良間村の将来の発展について夜半まで議
ながら楽しんだ。　　　　　　　　　　　　　　　　論を戦わしていた。
○地域において、子育てのアイディアを出し合いながら、子どもとのふれあい活動を充実し、
　　それらの活動をとおして地域の活性化を図りましょう。
〈事業所に期待する役割〉
　○事業所においては、地域の子育てに関する活動に参加し、社会的貢献に努めましょう。
　○就労環境や労働条件の整備を図るとともに、男性の子育てへの参加に対する理解を事業所
　　全体で深めましょう。
　「行動計画」は、多良間村の将来を担うすべての子どもとすべての子育て家庭を支えるため
の計画であることから、村民、家庭（地域）、保育所、幼稚園、学校、医療関係、企業など、
社会を構成するすべての人々の理解と参加が必要とされる。そのためには、村民が協力しあい
ながら、①行動計画の広報活動の強化　②行動計画の点検体制の強化　を図り、計画の実現へ
の取り組みを推進するとしている。
8．考　察・…　　多良間村の子育て環境の評価
　“子どもを大切にする風土と、村民の温かさとたくましさと”
「厚生労働白書」平成17年版の第1部　第2章　第3節「少子化を取り巻く地域の状況と取り組
み」のコラム（93ページ）に「沖縄県の出生率が高い理由」にっいて記述されている。出生率
が高い背景として、沖縄県が他の都道府県に比べて、①共同社会的な精神がまだ残っており、
子どもを産めば何とか育てていける。②男児跡継ぎの意識が強く残っているので、男児が生ま
れるまで産児を制限しない、という説がある。と述べられている。筆者は、多良間村で出会っ
た人々に「出生率が、日本一の理由」を尋ねたが、「さあ、何故でしょうね。」との返答が多かっ
た。村立多良間村診療所の若い男性医師は、「今まで多くの人から質問を受けた」といって、
次の3っの理由をあげた。①保健所が設置されていること　②保育所が充実していること　③
地域社会で支えあう風習があること。また、地縁に喜びを感じていること。豊川医師は、郡内
の中で多良間村は、アルコールを飲む機会が多いことなどにより、村民に病気が多いことで突
出していることを心配されていた。
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　島を訪れた人々は、簡素な暮らしぶりの中に、村人達の優しさと、子ども達が地域の中で元
気に、大切に育てられていることに気付く。そして、「村民憲章」の中に示されている「お互
いに助け合い、だれにも親切で、礼儀正しい村づくりにっとめます」「としよりや、こどもを
大事にし、愛情ある村づくりにつとめます」　が、実現していることを知らされる。また、自
然環境と文化遺産の保存と継承への努力や、教育の熱意など、村民が力を合わせて住みよい平
和な郷±作りに取り組んでいる中にこそ、子育て環境が保障されているということが分かる。
第三次多良間村総合計画・基本構想は、村民の「幸せ」と、村の発展を目指して作成されてい
るということが、読む者に伝わってくる。その中に、「子ども達の笑い声が響き、お年寄りが
元気で…　　」（基本方向二「活き活きした地域づくり」より）と書かれていることに感銘を受
ける。多良間村の人間味あふれた風土と、美しい自然が一朝一夕に作られたものではないとい
うことである。長年の圧政の歴史と、厳しい自然環境の中で「お互いを思いやり、みんなで協
力、助け合いながら、厳しい自然と共存しながら、美しい自然と、温かい心は、先祖から、培
われてきた」ものであると記されている。
　平成16年度の村立小学校と幼稚園の合同発表会で、子ども達と父母が、「多良問の子守り歌」
を合唱したことは、守姉（ムリアニ）に象徴されるように、村民の多良間村の子ども達への思
いが込められていると思われた。わが国の出生率の低下の要因の1っに、女性の社会進出、特
に母親の就労があげられる。多良間村の女性の労働力率の曲線が、日本全国のものと異なり出
産、育児期も就労を継続している山型の曲線を描いていることは、合計特殊出生率が日本一位
にある中で、強い関心を抱かざるを得ない。
　村民の島外への人口流出は、時代の流れの中で避けられないといえようが、日本の各地で暮
らしている人々が結成している「同郷の会」が発行した著書からは、多良間村への思いと強い
望郷の念がうかがえる。孤島の村の財政難は、保健、医療、教育、福祉の分野においてもかな
りの制約をもたらしている。しかし、住民対象の調査結果において、母親達の殆どが、「子育
てしやすい環境である」と回答している。また、中・高校生達は、「多良間村が好き」と答え
ており、一方、老人や、乳幼児達と中・高校生の交流は、六市町村の中で最高となっている。
　エンゼルプラン以降策定されてきた数々の国の育児支援施策は、少子化の流れを止めること
が出来なかった。子育て支援施策を思考するに当り、子育て環境としての多良間村の地域社会
のあり方は一考に値すると考える。
9．結　語
　金谷京子氏らの調査研究「子育て支援の限界と今後の課題一保育所を中心とした子育て支援
活動調査から」には、「“子育て支援”を敢えてしなくてもよい社会づくりの意見」として自
由記述がまとめられている。（注16）9っに分類された回答の中で、「地域交流の必要性」「世
代間交流の必要性」「社会の意識変革の推進」等は、多良間村では、古い時代から、今口まで
受け継がれていることである。日本ではかつての地域の共同体社会は崩壊し、一方、新興住宅
地にあっては、望ましい子育て環境形成への住民の連携が困難なところもみられる。このよう
な地域社会において、孤立化した母親の育児の困難を始め、非行の増加や低年齢化、また犯罪
の発生など暮らしにくさを余儀なくされている。
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　行政主導の「子育て支援施策」は、十分条件にはなりえないであろうが、国民が「育児問題」
に関心を持ち、住民主体の「子育てしやすい環境」作りへの契機となるかも知れない。「子育
てしやすい環境」とは、子どもや、高齢者、障害者などすべての人々が、暮らし易い地域社会
であるということである。子どもを始め、あらゆる人々が、温かみのある地域社会の中で一人
ひとりが大事にされ、安心した、幸せな生活を送れるということである。多良間村の子どもた
ちの「おばあ、一度多良間の島に来て見てよ」という声に誘われたかのように、思い立って訪
れた島は美しい自然に恵まれた、平和そのものに見えた。しかし、島民の苦難な歴史の中で培
われたという村民同士の助け合いの精神に感動を覚える。琉球王朝の流れを引く優雅な伝統芸
能などの文化遺産、一方、第2次世界大戦末期の悲惨な沖縄戦は、（注17）（注18）　多良間村に
も空襲の被害をもたらした。（注19）
　2004年3月16日付け「宮古新報」は、5市町村が合併協定書に調印をし、「新宮古島市誕生に
前進」と報じている。多良間村は、2回の住民投票の結果、「新市合併」には加わらなかった。
（注20）「初めは、経済的に潤っても、そのうちに大きな市や、町の陰で小さい多良間村の存在
は、忘れられてしまう。」ということを村人から聞いた。貧しくとも多良間村の自治と独立を
村民は選択した。かって、薩摩の侵攻と支配の下で260年余りを圧政に苦しめられた歴史的体
験に基づく多良間村民の決定といえよう。（注21）　また、地元紙は、「下地島空港の軍事利用」
に反対する伊良部町の住民集会にっいて報じていた。（注22）　沖縄県を訪れてみると、県民の
切実な平和を希求する姿に接し、沖縄県民にとっては戦後は未だ終わっていないことを改めて
知らされる。
　人口僅か1400人程の離島で、6巻に及ぶ立派な「多良間村史」が発行されていることに、訪
れた人は、驚くことであろう。多良間村民が、沖縄県民として、多良間村民として、強い誇り
を持って、凛として生きていることが伺える。このような大人達の姿を見ながら多良間村の子
ども達は成長している。
　日本民族学の父、柳田国男は1921年に沖縄を訪れ、日本文化の原点を探る上で沖縄の歴史、
文化がいかに重要であるかを認識し、沖縄の重要性を著書などを通して訴えた。それは、その
後の本土における沖縄研究の発展に大きく貢献したという。（「多良間村史」第1巻、225頁）
筆者にとって、沖縄県に対する理解の乏しさに気付かされた多良間村の訪問であった。
　最後に、滞在中お世話になり、調査研究に快く協力して下さった多良間村の皆様に心からの
感謝の意を表します。
（注）
1．伊藤わらび「乳幼児の育児の実態と母親の育児意識」武蔵野短期大学研究紀要　No．3、97～110頁
　　1987
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沖縄県多良間村の子育て環境一我が国最高の出生率を有する島の暮らしと文化一 87
4．2005年12月23日付朝日新聞　「人口減産めぬ現実」及び、同日付同紙社説「人口減少・悲観ばかりで
　　はない」
5．2005年12月13日付朝日新聞　「初の少子化専任大臣一猪口氏就任から1か月」
6．伊藤わらび「東京都の育児支援施策の現状と課題　その1．全国最低の出生率にある巨大都市・東京
　　の対策」　十文字学園女子大学人間生活学部紀要　第2巻　83～111頁　2004年12月
7．「厚生労働白書平成17年版」のコラムに「沖縄県の出生率が高い理由」として取り上げられている。
8．渡久山春好著「人頭税廃止運動」
9．平成14年度多良間村勢要覧「たらま」　資料編17頁
10．ビデオ「島のむかし歌、たらまゆう」　多良間村、多良間村古謡収録制作委員会企画・制作　1998年
　　3月
11．平成14年度多良間村勢要覧「たらま」　資料編4～9頁
12，多良間村立多良問保育所「入園のしおり」　平成17年3月
13．多良間村立多良問保育所「第26回卒園式並びに修了式のしおり」平成17年3月
14．平成14年度多良間村勢要覧「たらま」32～35頁
15．前掲書、40頁
16．日本保育学会編「保育学研究」第43巻第1号74頁　2005年
17．ビデオ「ドキュメント　太平洋戦史　沖縄一最後の死闘」サンユーフィルムジャパン制作、ペガサス
　　ランド発行　1994年8月
18．朝日新聞2005年6月18日付　新垣勉「沖縄戦60年、歌い継ぎたい平和の願い」
19．多良間村教育委員会編「村の歴史散歩」多良間村発行　50頁
20．宮古新報2005年3月23日付　「多良間村長選　兼浜朝徳氏に出馬要請」
21．朝日新聞2005年2月26日付　「ことばの旅人一伊波普けん」
22．宮古新報2005年3月23日付　「下地島空港軍事利用許さない」
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「多良間村高齢者保健福祉計画及び介護保健事業計画　第2期」　平成15年3月　多良間村
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厚生労働省編「厚生労働白書」平成17年版
内閣府編「少子化社会白書」平成16、17年版
SUMMARY
　　The　measures　of　Tarama　Village　in　Okinawa　Prefecture　was　the　highest　tolal　specific　birth　rate　in
Japan，　on　the　average　for　1998～2002，　for　5　years，　by　the　Reserch　of　the　Ministry　of　Public　Welfare．
　　Istayed　for　5　days，　from　22nd　to　26th　march　2005　in　tarawa　isolated　island　to　study　the　reason　of
the　highest　birth　rate　in　Japan　and　the　atmosphere　of　the　raising　up　children．　While　staying　in
Tarama　Village　I　saw　the　daily　life　of　people，　and　on　the　other　hand　1　nead　some　publishments　about
the　history，　the　customs，　and　the　administration　of　Tarama　Village．　I　understood　the　bonds　of　people
in　the　community　of　the　village　is　so　strong，　and　people　are　very　proud　of　the　history　of　Tarama
Village，　for　over　500　years．
　　　People　are　not　rich，　but　I　think　that　it　is　sure　to　be　not　so　difficult　to　bring　up　children　for　parents
in　the　Tararna　Village．　They　can　bring　up　children　in　the　beautiful　nature　surrounding　sea，　with　kind
people　in　Tarama　Village．　I　think　that　people　are　very　concerning　and　warmhearted　on　the　all
childern　in　Tarama　Village．1　am　very　impressed　that　they　make　efforts　to　bring　up　nicely　their　chil－
dren　by　entering　thern　in　the　high　school　out　of　Tarama　Village，　before　leaving　their　home．
